令和３年度　第３回府中市空家等対策協議会会議録
令和３年９月２９日（水）　　　　　　
午後３時から午後３時５５分まで
市役所北庁舎３階会議室　　　　　　
１　出　席　委　員
高野律雄会長、福田千夏委員、増山あすか委員、持田光則委員、
立川健豊委員、山田昭典委員、室本亨委員、小澤博委員、大木幸夫委員、

中山圭三委員、加藤英治委員（１１名）
２　オブザーバー
　　府中警察署長　露木　秀幸様（１名）
３　事　務　局

　(1)　生活環境部

　　　山下部長

　(2)　生活環境部環境政策課

　　　田中課長、扇山課長補佐兼管理係長、笹本主任、宮地事務職員

　(3)　都市整備部住宅課

      竹内課長補佐、山元支援係長、谷川事務職員
４　傍　聴　者　０名

５　議　　　題

　(1)　審議事項

ア　府中市空家等対策計画（答申）案について
イ　特定空家等に対する指導手順マニュアル（案）について
　(2)　報告事項

　特定空家等に対する措置の進捗状況について
６　資　　　料

【資料１】府中市空家計画等対策計画について（答申）
【資料２】府中市空家計画等対策計画（答申）案
【資料３】府中市空家計画等対策計画（答申）案新旧対照表
【資料４】特定空家等に対する指導手順マニュアル（案）
【資料５】特定空家等に対する措置の進捗状況について
７　公開・非公開の別　一部非公開
　事務局
ただいまより、令和３年度第３回府中市空家等対策協議会を開会する。

　　本日の会議については、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、会議時間を最長で１時間程度と想定しており、ご理解、ご協力のほどよろしくお願いする。

　　続いて、次第の２会長挨拶に移る。
会長

（会長挨拶）
事務局
　　続いて次第３資料説明に移る。
　　資料１として、府中市空家等対策計画について（答申）。
　　資料２として、府中市空家等対策計画（答申）案。
資料３として、府中市空家等対策計画（答申）案新旧対照表。
資料４として、特定空家等に対する指導手順マニュアル（案）。
資料５として、特定空家等に対する措置の進捗状況について。
　　本日追加で配付している資料で資料３－１として、府中市空家等対策計画（答申）案新旧対照表（追加分）。
　　参考資料１として、未解決の荒廃した空き家件数の積算。
　　参考資料２として、荒廃した空き家のランク別件数。
　　資料は、以上８点となる。

　　次に次第４運営について報告する。

　　本日の委員の皆様の出席状況であるが、谷本委員、川辺委員から欠席のご連絡をいただいている。

　また、下田委員におかれては人事異動があり、本日は後任の露木様にお越しいただいている。
なお、露木様におかれては、現在、警視庁内で委員の委嘱の許可手続中であるため、本日はオブザーバーとしてお越しいただいている。
　本会議については、府中市空家等対策協議会運営規程第３条第２項の規定により、定足数が過半数に達することで成立することとなっており、本日の会議は有効に成立することを報告する。

　　また、傍聴者について、本日はいないことを報告する。
会長
それでは続いて議事に移る。
　　本日の議事は、審議事項２件、報告事項１件である。
　　（１）の審議事項ア、府中市空家等対策計画（答申）案について事務局から説明をお願いする。
事務局

５の議題（１）審議事項ア、府中市空家等対策計画（答申）案について、本日、答申案とする資料として、鑑文となる答申書を資料１、計画の答申案を資料２、第２回協議会で提出した計画案と今回提出している資料２の計画案の変更点をまとめた新旧対象として、資料３及び資料３の１をご用意した。
　　資料１について、こちらは答申書の鑑文となるものである。
本協議会への諮問事項は、１、令和４年度を初年度とする新たな府中市空家等対策計画を策定すること。２、府中市内の特定空家等の措置及び認定に係る協議を行うことと２点あり、１の計画策定に関する諮問事項を答申いただくものである。
　　資料３、府中市空家等対策計画（答申）案新旧対照表については、表の左の部分がそれぞれ訂正箇所を指し示すナンバーで、その右隣の枠が資料２の該当ページ、その右隣の枠が前回の協議会でご意見をいただいて追加修正削除を行った図表または文章が示されている。

　　続いて、その右隣の枠が前回の協議会でお示しした図表、または文章となる。一番右の枠については、修正内容及び理由をお示ししている。

　　それではご説明を進めていく。

　　修正内容及び理由が文言整理や記載誤りの修正を理由とする軽微な修正については、説明を省略する。

　　初めに、資料３の２ページ、ナンバー３について、資料２、８ページの①空家等対策の推進に関する特別措置法の部分について、条文の引用についてご意見をいただいたことにより、修正を行ったものである。

　　次にナンバー４について、５ページまでまたがるが、資料２の９ページについて、国の動きを記載しており、住宅市場を活用した空き家対策モデル事業について入れたほうがよいという意見をいただき、追加をしたものと、第６章、その他、国による新規制度等の部分が、国の動きと類似の情報が記載されているというご意見をいただいたことにより、第６章の内容を第２章の国の動きの部分にまとめたものである。
　　次に、５ページのナンバー６について、こちらは資料２の１４ページの図表１２、「住宅・土地統計調査」における全国、東京都、本市のその他の住宅の状況について、数値が誤っていたことから修正を行い、「住宅・土地統計調査」における数値について、表示単位未満の位で四捨五入しているため、総数と内訳の合計が必ず一致するものではないことの注記を追加したものである。

　　次に、６ページのナンバー８について、こちらは、資料２の１７ページの図表１６、府中市の空き家対策に係る沿革について、特定空家の認定に係る活動を追加したものと、文言整理のため、全角から半角へ修正したものである。
　　次に、８ページのナンバー１５について、資料２の３８ページの図の下段部分について、住宅土地統計調査における数値について表示単位未満の位で四捨五入しているため、総数と内訳の合計が必ず一致するものではないことの注記を追加したものである。

　　次に、その下のナンバー１６について、資料２、４３ページの数値目標の説明部分、文言整理のため、下線部分を追加したものだが、前回の協議会で目標値の積算資料及び荒廃した空き家のランク別件数を出してほしいとご要望いただいていたので、参考資料１と参考資料２に基づいて説明をさせていただく。
　　それでは、参考資料１について、前回の協議会での説明と重なる部分もあるが、第１期の空き家等対策計画の期間である平成３０年度から令和２年度までの荒廃した空き家の増加件数が平均４３件、減少件数が平均３９件となっており、年４件ずつ未解決の荒廃した空き家の件数が増加している。

　　これを令和３年度から増加件数を４０件に抑え、減少件数を４６件に引き上げることにより、毎年６件ずつの未解決の荒廃した空き家の件数を減らすことを目標として、令和７年度末に未解決の荒廃した空き家の件数を８０件にすることを目指す。
　　続いて、参考資料２について、荒廃した空き家は樹木等の繁茂についてのＥランクが最も多いものとなり、前回申し上げた約７割ほどを占めている状態となっている。

　　続いて資料３、９ページ、ナンバー１８について、先日、皆様に資料を送付した後、委員の方からご意見を受け、内容を修正しているので資料３の１をご覧いただきたい。

　　変更部分としては、災害発生の時系列について、ガイドラインに合わせたものに修正をしている。また、市町村の応急措置については、災害が発生し、または、まさに発生しようとしている場合には、応急措置を実施しなければならないとなっているので、表現を修正したものである。

　資料３、９ページのナンバー１９について、現在は削除した状態であり、お渡している計画案には載っていないが、資料２の４９ページから５０ページ部分の第６章その他、国による新規制度等について、第２章の内容と類似のものであったため、第２章にまとめることにより削除したものである。

　　以上で、議題（１）審議事項ア、府中市空家等対策計画（答申）案についての説明を終了する。
会長
以上で説明が終わった。何かご意見やご質問があるか。
立川委員

資料２の３２ページ「ウ　庁内で連携した所有者等の把握」について、不動産登記簿情報、住民票情報、戸籍謄本と記載されている部分があるが、これを不動産登記情報、住所情報、戸籍情報にした方がよいと思う。

不動産登記簿情報と表示してしまうと登記簿だけを指すように見受けられてしまうこと、住民票情報としてしまうと住民票の簿冊を指すように見受けられてしまうこと、戸籍謄本としてしまうと改正原戸籍や除籍謄本等を除くように見受けられてしまうことから修正を希望する。
事務局
ご指摘いただいたところを会長と事務局のほうで調整をさせていただき、最終版の答申に盛り込んでいきたいと思う。
会長

他に何かご意見やご質問があるか。
立川委員
本日配付されている資料２について、令和３年８月末現在となっている。
計画（案）の中の数値目標では令和３年３月末の数値を使用しているが、令和３年８月末の最新版にしたほうがよいのではないか。
事務局
　　現在見直しを進めている総合計画や、その他の計画各数値についても各年度末の数値を使用しており、総合計画等との連携をしっかり図りたいという意味で令和３年３月末の数値を使用したいと考えている。
会長

他に何かご意見やご質問があるか。
大木委員
我々の団体の建築士事務所協会の感想を言わせてほしい。
我々、南部支部の担当エリアは、府中、調布、三鷹、小金井、狛江、稲城、多摩市である。

　支部には、空き家対策利用協議会があり、その大きな目的は空き家の利活用による①地球温暖化の防止、②各市民の生命と財産保護を目的としている。

　今回の府中市の空家等対策計画の４０ページに、我々の支部の目的と条項が入っており、空き家の利活用、利活用可能な空き家について相談者への情報提供等を行い、空き家が放置されることなく、継続して活用されるための支援を行うということが入っていることから、我々の団体の大きな目的感と一致するものと考える。
　府中市の計画を、我々がこれから推進していく支部の活動として、先日、第１回調布市のたづくりで、建築基準法に基づく耐震診断、インスペクション、既存住宅状況調査、利活用の分類の講習会を行った。

　第２回を１１月４日に住宅セーフティーネット活用事例報告として予定している。

　我々の団体も勉強して、ぜひ、府中市のこの今回の計画を強力に推進をさせていきたいと思っている。

会長

他に何かご意見やご質問があるか。
持田委員
資料３の４ページ⑫について、空き家所有者情報の外部提供の項目で、ガイドラインの正式名称を入れていただきたい。
　また、⑬番についても、セーフティーネット住宅情報提供システムの名称を入れてもらえると、計画を見た方が検索するなど調べやすくなると思うため、内容の修正をお願いしたい。
会長

他に何かご意見やご質問があるか。
　　それでは、ご指摘いただいた部分について、修正をさせていただく。
他にご意見ないようなので、本日付で答申とさせていただきたいがよろしいか。
〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

会長

それでは答申とさせていただく。

続いて、（１）の審議事項イ、特定空家等に対する指導・手順マニュアル（案）について、事務局から説明をお願いする。
事務局

  議事の（１）審議事項イの特定空家等に関する指導・手順マニュアル（案）についてご説明させていただく。

　　資料４について、前回の協議会でお話しさせていただいているが、現在認定している特定空家等に関する措置が滞っていることから、特定空家等に関する指導・手順マニュアルを作成し、来年４月からの運用を開始することを目指している。

　作成したマニュアルを資料４としてご用意したので、内容をご確認いただき、疑問点やご意見を頂戴できればと考えている。

　初めに４ページついて、府中市における荒廃した空き家の相談に関するフローを記載している。それぞれ状況に応じて適切な対応をしていくことで、解決を目指していく。

　　代表的なフローの例を申し上げると、上から順に、市内の空き家が所有者に放置されることにより、樹木の繁茂等で交配した空き家となる。

　　続いて、樹木の繁茂等により枝が敷地を越境し、隣家の壁に当たるような状態になると、市の空き家担当へ相談が入り、相談受付となる。

　　相談を受け付けた後、実態を把握するため、市の職員が現地確認を行い、対応が必要な案件であるか判断して、空家特措法に基づき、資産税の情報等から所有者を特定し、改善についての依頼、つまり、ここでは樹木の伐採の依頼通知を出すこととなる。

　　この後、多くの場合は所有者より連絡があり、対応についてお約束をいただき、後日、再度現地確認を行い、改善されたことを確認して解決となる。

　　次に、フロー図、右側下段部分であるが、解決困難事例につきましては、特定空家等として認定して、次のフロー図に移行するものになる。
続いて５ページについて、法における特定空家等に対する措置の手順フローを記載しており、こちらは市民から空き家の相談を受けてから、最終的に代執行に至るまでのフローを示したものである。

　次に、６ページと７ページについて、こちらは特定空家等の認定及び認定解除について、これまで明確な手順を定めたものがなかったことから作成させていただいたものとなる。

　　次に、８ページについて、こちらは特定空家等の措置に関するスケジュールを示しており、特定空家等の認定から勧告までのスケジュールを示したものである。

　特定空家等の認定から勧告に至り、税負担増となるまでのサイクルとしては２年間を考えている。

　　なお、現在既に認定されている特定空家等については、令和４年８月３１日までに勧告を行う予定である。

　　府中市空き家協議会としては、特定空家等の候補の選定、検討部会で現地確認、候補についての検討、検討部会の検討結果を審議、協議会での審議結果を府中市長へ答申していただく部分で携わっていただく予定である。

　また、特定空家等の認定後に、府中市から特定空家等の所有者へ助言・指導を行った結果、改善しなかった場合に勧告まで進めるかどうかを協議いただく予定である。

　次に、９ページから１８ページにかけては、特定空家等の措置について、それぞれの段階に応じた手順や対応のポイントを記載している。

　続いて１４ページの上から６行目について、ここに、措置の履行に係る猶予期間を原則３か月と記載している。２３区及び２６市に行ったアンケート調査結果では、勧告の措置期限の平均が２.２か月となっているが、本市では余裕を持って原則３か月とさせていただき、これに基づき９ページに記載させていただいたスケジュールの流れで措置を進めていきたいと考えている。

　　次に、１６ページの７命令、実施手順、（１）命令の実施の②について、こちらには、命令の措置の履行に係る猶予期間を改善の見込みや個別の事情により必要期間とすると記載している。

　こちらは２３区及び２６市に行ったアンケート調査結果では、平均３.５か月となっているが、府中市としては個々の事情で時間があれば解決できるものについては、柔軟に対応していくこととして、それぞれ猶予期間を判断していきたいと思いう。

　　また、１８ページの９、空家問題に関する相談への対応について、前回の協議会で委員より市民の視点に立ち、相談から解決まで市として市民に寄り添った形でのマニュアルを作成してほしいというご要望をいただいたため、市民から相談を受けてから、解決に至るまでの間に、市として相談者をフォローしていくことを明記したものである。

　次に、１９ページから４６ページにかけては、所有者に対する通知のひな形や空き家指導に係る関係法令を参考に記載している。

　こちらのマニュアルについては、皆様から頂いた意見を反映し、第４回協議会で修正版をご提案させていただき、了承いただければ令和４年４月から運用を開始していきたいと考えている。

　以上で、５、（１）、イ、特定空家等に対する指導・手順マニュアル（案）についての説明を終了する。
会長
以上で説明が終わった。何かご意見やご質問があるか。
増山委員
２件、質問させていただく。

　まず１４ページについて、措置の履行に関わる猶予期間は、原則３か月ということであるが、一番早い例だと、来年の８月に、現在特定空家になっている９件に対して８月に通知を出して、実際に履行、その固定資産税の免除を解除するのはいつからになるのか。また、納税の関係はどのようになるのか教えていただきたい。

　次い１９ページ以降に、通知の雛形を載せているが、例えば２１ページの一番下、５のその他の一番下の部分に、固定資産税の課税標準の特例対象から除外されますという文章があるが、我々は、これがどういうことを意味するかというのは分かるが、例えば亡くなって、相続をしてから放置している人が、通知が来た段階で、金額が変わっているのに初めて気づいてｎどういうことだろうかとなることが予測できるため、一般の人が分かりやすいチラシを一緒に同封するのかについても教えていただきたい。
事務局
１点目の質問について、現在認定されている特定空家等には、令和４年８月３１日までに勧告を行う予定でございまして、令和４年１１月３０日までを猶予期間として勧告を行う予定である。

　　実際に、固定資産税の特例措置が解除される時期しては、令和５年１月以降の固定資産税の特例措置が解除されるものとして考えている。

　　２点目の質問について、特定空家の所有者の方に、分かりやすいチラシの同封を検討していく。

増山委員
対象者に対して、通知のところで、令和５年度分から金額が上がることが分かりやすく認識できるようにして、なるべく改善してもらえるように促していただきたい。
会長
他に何かご意見やご質問があるか。
質問等ないようなので、次回の協議会まで継続審議として、現時点における案について進めていく。
今後なにかあれば、ぜひ事務局にご意見等をお寄せいただきたい。
それでは（２）の報告事項、特定空家等に対する措置の進捗状況について、個人情報を含む内容となるため、府中市情報公開条例第３２条により非公開とさせていただきたいが、よろしいか。
〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
会長
それでは、報告事項の特定空家等に対する措置の進捗状況についての議事について、非公開とさせていただく。

　（２）の報告事項、特定空家等に対する措置の進捗状況について、事務局から説明をお願いする。
（以降、非公開）
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